なんじら 断食 するとき、 かの 偽善者の 

おももち 

ごとく 悲し き 面容 をすな 。 

六 章 十六。) 



今 は 亡き、 畏友、 笠 井一 について 書きし るす。 

かさ いは じめ 

笠 井一。 戸籍 名、 手 沼 謙 蔵。 明治 四十 二 年 六月 十九 

日、 青森県 北 津軽郡 金 木 町に 生れた。 亡父 は 貴族 院議 

員、 手 沼 源 右衛門。 母 は 高。 謙 蔵 は、 その 六 男たり。 

同町 小学校 を 経て、 大正 十一 一年 青森県 立 青 森 中学校に 



入学。 昭和 二 年 同校 四 学年 修了。 同年、 弘前 高等学校 

文科に 入学。 昭和 五 年 同校 卒業。 同年、 東京 帝 大仏 文 

科に 入学。 若き 兵士たり。 恥 かしくて 死にそう だ。 眼 

を 閉じる と さまざまの、 毛の 生えた 怪獣が 見える。 な 

あんて ね。 笑いながら 厳粛の こと を 語る。 と。 

かさい はじめ 

「笠 井一」 に はじまり、 「厳粛の こと を 語る。 と ご に 

いたる この 数 行の 文章 は、 日本紙に 一字 一字、 ていね 

いに 毛筆で もって 書きした ためられ、 かれの 書斎の 

すす リ； T& ， J 

硯 箱の したに 隠されて いた ものである。 案ずる に、 

かれは この 数 行の 文章 を かれ 自身の 履歴書の 下書と し 

て 書き はじめ、 一、 二 行 を 書いて いるう ちに、 はや、 



かれの 生涯の 悪癖、 含羞の 火 煙が、 浅 間 山の それの よ 

うに 突如、 天 を も 焦がさむ 勢に て 噴出し、 ために、 「な 

あんて ね」 の 韜晦の 一 語が ひょいと 顔 を 出さなければ 

な らぬ 事態 に 立ちいたり、 かれ 日頃 ご 自慢 の 竜頭蛇尾 

の 形に 歪めて 置いて 筆 を 投げた、 というよ うな ふうで 

ある。 私 は、 かれの 歿した る 直後に、 この 数 行の 文章 

に 接し、 はっと 凝視し、 再読、 三 読、 さらに 持ち直し 

て 見つめた の だが、 どうに も 眼が 曇って、 ついに は、 

きょ キ J 

戯欷の 波う ねリ、 一字 を も 読む 能わず、 四つに 折り畳 

んで、 ふところへ、 仕舞い込んだ ものであるが、 内心、 

塩で もまれて 焼き 焦がされる 思 いで あ つ た。 



おどおど 私に 語って 呉れた が、 それから 間もなく 死ん 

でし まった。 風が わりの 作家、 笠 井一 の i 死 は、 やよ 

い ろ さまざま 

いなかば、 三面記事の 片隅に 咲いて いた。 色 様様の 推 

察が 捲き 起った の だけれ ども、 そのこと ごとくが、 は 

ずれて いた。 誰も 知らない。 みやこ 新聞社の 就職 試験 

に 落第した から、 死んだ ので ある。 

落第と、 はっきり、 きまった。 かれら 夫婦 ひと 月ぶ 

んの 生活費、 その 前夜に 田舎の 長兄が 送って よこした 

九十 円の 小切手 を、 けさ 早く 持ち出し、 白昼、 ほろ 酔 

いに 酔って 銀座 を 歩いて いた。 老い 疲れたる 帝国 大学 

そでぐち すお 

生、 袖口 ぼろぼろ、 蚊の 脛 ほどに 細長き ズボン、 鼠い 



はは は。 ま。 掛けた まえ。 

は つ 。 

—— のみながら。 

ほ つ 。 

—— ひと つ。 

—— はつ。 という 工合い に、 兵士の 如く 肩 をい から 

せ、 すすめられた 椅子に 腰をおろして、 このよう なと 

ころで 先生に お逢いす ると は 実 もって 意外で ある。 先 

生 は毎晚 ここにお いでになる のでし ようか。 私 は、 先 

夜、 先生の 千 人 風呂と いう 作品 を i; 誦させて いただ 

きました が、 やはり 興奮いた しまして、 失礼な がらお 



あくば 

に 審判 させ 嘲笑 させ 悪罵 させたい 心からで あ つた。 有 

夫の 婦人と 情死 を 図った ので ある。 私、 二士 一歳。 女、 

十九 歳。 師走、 酷寒の 夜半、 女はコ オト を 着た まま、 

私 も マント を 脱がずに、 入水した。 女 は、 死んだ。 告 

白す る。 私 は 世の中で この 人間 だけ を、 この 小柄の 女 

性 だけ を 尊敬して いる。 私 は、 牢へ いれられた。 自殺 

ほうじょ ざい 

封 巾 助 罪と いう 不思議の 罪名であった。 そのと きの、 入 

水の 場所が、 江の 島であった。 (さきに 述べた 誘因の 

ためにの み 情死 を 図った ので はなしに、 そのほか のく 

さぐ さの 事情が いりくん でいた こと をお 知らせし たく 

て、 私 は、 以下、 その 夜の 追 K を 三枚に まとめて 書き 



しるした ので あるが、 しのびが たき 困難に 逢着し、 い 

せんさく 

ま は そっくり 削除した。 読者、 不要の 穿鑿 をせ ず、 ま 

たの 日の 物語に 期待して 居られる がよ い) 私 は、 煮え 

くりかえる 追憶から さめて、 江の 島へ 下車した。 

風の 勁い 日で、 百 人 ほどの 兵士が 江の 島へ 通ず る 橋 

のた もとに、 むらがって 坐り、 ひとしく 弁当 をた ベて 

いた。 こんなに たくさんの 人の まえで 海へ 身 を 躍らせ 

たなら ば、 ただいた ずらに 泳ぎ 自慢の 一 ニニの 兵士に 名 

を あげさせる くらいの 結果 を 得る だけの ことであろう _ 

私 は、 荒れて いる 灰色の 海 を ちらと 見た だけで、 あき 

ら めた。 橋の たもとの 望 富閣と いう 葦簾 を 張りめ ぐら 



い、 孤独の 極で もない、 智慧の 果 でもない、 狂乱で も 

一， J うさ ゆ う 

ない、 阿呆 感 でもない、 号泣で もない、 悶悶で もない、 

ふんぬ 

厳粛で もない、 恐怖で もない、 刑罰で もない、 憤怒で 

もない、 諦観で もない、 秋 涼で もない、 平和で もない、 

後悔で もない、 沈思で もない、 打算で もない、 愛で も 

ない、 救いでも ない、 言葉で もって そんなに 派手に 誇 

示で きる 感情の 看板 は、 ひとつ も 持ち合せて いなかつ 

た。 私 は、 深刻でなかった。 電車の 隅で 一 賤民の ごと 

く 寒さに ふるえ て 眼 玉 を きょろきょろう， 、- J かしていた 

だけの ことで あつたので ある。 途中、 青松 園と いう 療 

養院 のまえ をと おった。 七 年 まえの 師走、 月の あかい 



わ てても み 消す。 腰の まがった 小さい 巡査が、 両手 を 

うしろに 組んで 街道の まんなか を ぶら り ぶら り、 風に 

みちじゅん 

吹かれて 歩いて いた。 私 は 二階 堂への 路順 をたず ね 

た。 私 は 慧眼。 この 老 巡査 は、 はたして 忘れ 得ぬ 人た 

ちの 中の ひとりであった。 私の 手 を 引かん ばかり、 は 

とっきつ 

にかむ ような 咄 吃の 口調で 繰リ かえし 繰り かえし 教え 

て 呉れた。 なに、 二階 堂 はすぐ その さきに 見えて いる 

*? つま 、- サ 、-け し 

の だ。 老憊の 一 生活 人へ、 まこと 敬虔の 心で お礼 を 申 

し 述べ、 教えられた とお リの路 を あやまたずに 三曲り 

して、 四 曲り した 角に、 なんなく 深 田久弥 のつつ まし 

き 門札 を 見つけた。 かねて 思い はかって いたよりも 十 
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